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石炭や石油などの化石燃料を燃焼した際に発生するが、産業革命以降、化石燃料を大量に使用し続
けた結果、20世紀中ごろから二酸化炭素濃度が急速に増加した。

浅い海に生息する造礁サンゴは体内にいる褐虫藻と呼ばれる藻類と共生し、この共生藻
が光合成をおこなっているが、海水が高温になるとサンゴに負荷がかかり、共生藻がサン
ゴ体外に出て、サンゴが白くなる。

漁師やダイビングショップなど観光業者が、自治体などと協力して、サンゴを移植するなど
の保全に取り組んでいる。

外国から輸入した繊維、雑貨などの消費材を輸入するかわりに国内で生産する工業のこと。

中国ではエネルギーの6割が石炭に依存しているうえ、モータリゼーションの進展により、都市部では
PM2.5が大気中に滞留するようになり、視界不良やぜんそくなどの健康被害をもたらしている。

外国、特に先進国へ輸出するために製品を生産する工業をいう。一般に資本、技術、販売などは進出
した先進国の企業が行っている。

バイオマスエネルギー 光化学スモッグ

北米自由貿易協定 USMCA
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現在の「みどり町」は、1919年の地形図では散村の小集落が分布した場所であった。戦後、区画整理
事業によって市役所の移転を含む「まちづくり」事業で、格子状の都市空間が形成された。

1919年の地形図からは、天願集落、安慶名集落、田場集落などの大きな集落が立地していた。この３
集落の間に小集落が散在し、純農村的な地域であった。戦後、北側にはキャンプコートニーなどの米
軍基地が造られ、土地利用が大きく変化している。

２つ以上の国において、工場などの生産設備、販売拠点、事務所などを所有している企業をいう。

ラテンアメリカ全体の経済統合にむけた動きが進み、地域内の貿易市場の確立を目的として設立さ
れた。
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